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(54)【発明の名称】 アクティブマトリクス液晶表示素子

(57)【要約】
【課題】  駆動回路一体型液晶表示素子において、高い
表示品位を保ったまま、パネル額縁サイズを最小限に抑
制し、かつ低消費電力の駆動回路一体型液晶表示素子を
実現すること。
【解決手段】  水平走査回路をデ－タ線分割数分だけブ
ロック分けし、各ブロックごとに独立してデ－タ信号を
入力する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】基板上に複数の画像信号線と、前記画像信
号線を駆動するための水平走査回路と、を備えたアクテ
ィブマトリクス液晶表示素子であって、前記水平走査回
路はガラス基板上に一体形成され、前記水平走査回路は
画像入力信号であるＮビットのデジタルデ－タを一時保
持するためのデ－タラッチ回路と、前記デ－タラッチ回
路に順次デ－タを保持させるためのタイミング信号を供
給するシフトレジスタ回路と、前記デ－タラッチ回路で
一時保持されたデジタルデ－タをアナログ電圧に変換す
るＤ／Ａコンバ－タ回路と、を具備することを特徴とす
るアクティブマトリクス液晶表示素子。
【請求項２】前記水平走査回路をデ－タ線分割数分だけ
ブロック分けし、各水平走査回路ブロックごとに独立し
てデ－タ信号を入力することを特徴とする請求項１記載
のアクティブマトリクス液晶表示素子。
【請求項３】前記水平走査回路ブロックをさらに中央で
２分割して一定の領域を隔てて配置し、中央部の空き領
域に上方から縦方向にデ－タ線、ラッチパルス線、電源
線等の入力配線を配置し、さらに左右の横方向に前記入
力配線を配置することにより、前記水平走査回路に各入
力信号を供給することを特徴とする請求項２記載のアク
ティブマトリクス液晶表示素子。
【請求項４】前記水平走査回路のうち、前記デ－タラッ
チ回路、及び前記Ｄ／Ａコンバ－タ回路から構成され
る、１画素を駆動する水平走査回路ユニットを、２画素
分に相当する幅内に配置し、かつ前記ユニットを縦方向
に２段に縦積み構造として配置することを特徴とする請
求項１記載のアクティブマトリクス液晶表示素子。
【請求項５】隣接する複数の画素をそれぞれ駆動する複
数の前記水平走査回路ユニットのうち、１段分の前記シ
フトレジスタ回路が同時にラッチする複数の前記水平走
査回路ユニットは、前記縦積み構造として上下段にまた
がって配置せずに、上段、または下段のみに隣接して配
置することを特徴とする請求項１記載のアクティブマト
リクス液晶表示素子。
【請求項６】１段分の前記シフトレジスタ回路に対応す
る一対の正相、逆相出力配線を、前記シフトレジスタ回
路が同時にラッチする前記水平走査回路ユニット全体が
占める横方向領域内に一対の割合で縦方向に配線し、各
ビットに対応する前記デ－タラッチ回路の配置されてい
る縦方向の各位置から、さらに横方向に配線することに
よって、前記デ－タラッチ回路に前記タイミング信号を
供給することを特徴とする請求項１記載のアクティブマ
トリクス液晶表示素子。
【請求項７】電源線及びア－ス線を、前記水平走査回路
ユニットの上端又は下端に横方向に配線し、前記水平走
査回路ユニットが、ある一定の数だけ占める横方向領域
内に一対の割合で縦方向に配線し、前記水平走査回路ユ
ニットを構成するインバ－タ素子等の配置されている縦*
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*方向の各位置から、さらに横方向に配線することによっ
て、前記インバ－タ素子等に電源を供給することを特徴
とする請求項１記載のアクティブマトリクス液晶表示素
子。
【請求項８】１段分の前記シフトレジスタ回路が同時に
ラッチする前記水平走査回路ユニットの数をＮａ個と
し、Ｎｂを整数値と置いたとき、前記水平走査回路ユニ
ットが、２×Ｎａ×Ｎｂ個だけ占める横方向領域内に一
対の割合で、前記電源線及びア－ス線を縦方向に配線す
ることを特徴とする請求項６記載のアクティブマトリク
ス液晶表示素子。
【請求項９】２×Ｎａ×Ｎｂ個の前記水平走査回路ユニ
ットを、レイアウト配置上の繰り返しに対する一つの構
造単位とし、前記構造単位を隣接して繰り返し配置させ
ることにより、前記水平走査回路ブロックの１つを構成
することを特徴とする請求項１記載のアクティブマトリ
クス液晶表示素子。
【請求項１０】前記Ｎａ、Ｎｂを用い、さらに全水平方
向画素数をＮｃ、デ－タ線分割数をＮｄと置くとき、２
×Ｎａ×Ｎｂ×Ｎｅ＝Ｎｃ／Ｎｄを満たすＮｅが整数値
となるように、整数値Ｎｂを設定することを特徴とする
請求項１記載のアクティブマトリクス液晶表示素子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、ポリシリコンプロ
セス等を用いて内部駆動回路をガラス基板上に一体形成
して成る、いわゆる駆動回路一体型液晶表示素子に関す
るものである。
【０００２】
【従来の技術】近年、液晶表示素子の低価格化、高信頼
性化を図るため、ポリシリコンプロセスを用いて内部駆
動回路をガラス基板上に一体形成する、駆動回路一体型
液晶表示素子の開発が  盛んに行われている。
【０００３】この種の素子はポリシリコンプロセスを用
いて形成したトランジスタの性能が、単結晶シリコン上
に形成したトランジスタの性能に比べて劣るために、駆
動回路サイズが大きくなるという欠点があるため、主に
点順次駆動用の、簡潔な駆動回路が現在広く用いられて
いる。しかしながら、前記点順次駆動方式では、デ－タ
を液晶に書き込む時間がもともと短いために、画素数の
多い大型液晶表示素子には不向きで、主に中、小型に用
いられている。
【０００４】一方大型に対し、駆動回路一体型液晶表示
素子を適用しようという検討も近年進んでおり、そのた
めには、一般の、液晶駆動用ドライバＩＣに用いられて
いるような、デ－タ書込み時間が十分にとれる、デジタ
ル線順次駆動回路を採用する必要がある。この方式の場
合、入力のデジタル信号をアナログ信号に変換する、い
わゆるＤ／Ａコンバ－タを必要とする。Ｄ／Ａコンバ－
タの方式は何種類か存在するが、例えばＲ－２Ｒラダ－
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型Ｄ／Ａコンバ－タのように、抵抗体を重み素子として
用いる方式が、汎用のＩＣとしては一般的によく用いら
れている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、デジタ
ル線順次駆動回路を、ポリシリコンプロセスなどを用い
た駆動回路一体型液晶表示素子に採用する場合、薄膜ト
ランジスタ素子の駆動能力の不足と回路規模が大きいこ
とによって薄膜トランジスタ素子、及び配線の配置方法
の制約が大きくなり、その結果、配線が必要以上に長く
なることによる配線遅延の増大を引き起こすという課題
が生じる。配置における具体的な制約は、基本的に、水
平走査駆動回路はカラム（ソ－ス線あるいは画像信号線
ともいう）数分必要であり、１カラム分の駆動回路は１
画素幅という非常に狭い幅内に配置する必要があるた
め、１つの駆動回路の形状が縦長にならざるを得ないと
いう点に起因するものである。
【０００６】本発明はこの点に鑑み、水平走査回路の配
置構成、及び配線の配置構成に工夫を施すことにより、
高い表示品位を保ったまま、パネル額縁サイズを最小限
に抑制し、かつ低消費電力の駆動回路一体型アクティブ
マトリクス液晶表示素子を実現することを目的とするも
のである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明の駆動回路一体ア
クティブマトリクス型液晶表示素子は、パネル額縁サイ
ズ、及び消費電力を最小限に抑制するために水平走査回
路の配置構成、及び配線の配置構成に工夫を施したもの
である。
【０００８】本発明は、水平走査回路をデ－タ線分割数
分だけブロック分けし、各ブロックごとに独立してデ－
タ信号を入力するものである。
【０００９】ここで例えば、デジタルデ－タを４分割す
る場合を考える。線順次駆動方式の場合、デ－タ分割数
は、画素数によって自動的に決定されるドット周期と、
水平走査回路を構成する薄膜トランジスタの性能とで決
まる。ポリシリコン等からなる薄膜トランジスタの性能
は、単結晶シリコンからなるＭＯＳトランジスタに比べ
て劣るため、デ－タ線を分割してパラレル転送すること
で、ラッチ回路に書き込む期間を長くとれるようにする
必要がある。
【００１０】ここでデ－タ線本数は分割なしの場合で
も、６ビット×３ＲＧＢで１８本必要であり、４分割で
はさらに４倍の７２本必要となる。この場合、通常では
左端の１画素目（ＲＧＢ込み）に対応するデ－タラッチ
回路から順番に、１分割目のデ－タ線からのデ－タを書
き込み、右隣の２画素目には２分割目のデ－タ線からの
デ－タを書き込み、４分割目までくれば再度１分割目に
戻り、これを繰り返していくことで、全画素にデ－タを
書き込んでいく。しかしこの場合は、７２本のデ－タ線
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が全て全領域の水平走査回路に対して、横方向に配置さ
れ、線間／線幅がそのまま縦方向の回路規模に影響する
ことにより、パネル額縁が増大するという問題が発生す
る。さらに、デ－タ線間のクロス容量が大きいことによ
り消費電力も増大する。
【００１１】一方、本発明の方法の場合、水平走査回路
をデ－タ線分割数分だけブロック分けし、各ブロックご
とに独立してデ－タ信号を入力するので、１ブロック目
の画素は全て１分割目のデ－タ線から書き込み、２ブロ
ック目の画素は全て２分割目のデ－タ線から書き込むと
いうようにするため、１ブロック目に対応する水平走査
回路の規模に対しては、１分割目のデ－タ線のみしか影
響せず、かつクロス容量も小さくなるので額縁、消費電
力共に低減できる。ただし、このような方式を行うため
には、水平走査回路にデ－タを入力する前の外部回路の
段階でデ－タを並べ替える必要があり、その分の消費電
力は増えるが、総合して比較した場合、本発明の方法を
用いた方が消費電力は低減される。
【００１２】一方、本発明の方法を用いた場合に懸念さ
れる点としては、ブロック分けした際の、ブロック間の
つなぎ目付近の画質の不均一である。この対策として
は、ブロックをさらに中央で２分割して一定の領域を隔
てて配置し、中央部の空き領域に上方から縦方向にデ－
タ線、ラッチパルス線、電源線等の入力配線を配置し、
さらに左右の横方向に前記入力配線を配置することによ
り、ブロックの端における画質劣化を見えにくくするこ
とが効果的である。
【００１３】本発明ではさらに、水平走査回路のうち、
デ－タラッチ回路、及びＤ／Ａコンバ－タ回路から構成
される、１画素を駆動するユニットを、２画素分に相当
する幅内に配置し、かつ前記ユニットを縦方向に２段に
縦積み構造として配置することにより、狭額縁化、低電
力化を図っている。液晶パネルを構成するアレイ基板を
パタ－ニングする際の加工寸法は、半導体チップのそれ
と比較して粗く、１画素分の幅では薄膜トランジスタ素
子がＣＭＯＳ構造で一組入るか入らないかぐらいの長さ
しかない。そのため、素子間をつなぐ配線の引き回し方
に制約が生じ、必要以上に配線間のクロス部分が多くな
ったり、配線部の占める面積が増大する。従って、幅を
２倍にして縦積みする方が、結果としてサイズ、電力共
に低減することができる。
【００１４】その他、本発明による額縁サイズの低減に
対する対策としては、１段分のシフトレジスタ回路に対
応する一対の正相、逆相出力配線を、シフトレジスタ回
路が同時にラッチするユニット全体が占める横方向領域
内に一対の割合で縦方向に配線し、各ビットに対応する
デ－タラッチ回路の配置されている縦方向の各位置か
ら、さらに横方向に配線することや、電源線及びア－ス
線を、ユニットの上端又は下端に横方向に配線し、ユニ
ットが、ある一定の数だけ占める横方向領域内に一対の
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5
割合で縦方向に配線し、ユニットを構成するインバ－タ
素子等の配置されている縦方向の各位置から、さらに横
方向に配線すること等が効果的である。
【００１５】ここで、シフトレジスタからの出力線の配
線方法として本発明の方法を、同じく本発明における２
段縦積み構造に適用する場合、不必要なクロス容量や、
配線の占有面積をより低減するためには、隣接する複数
の画素をそれぞれ駆動する複数のユニットのうち、１段
分のシフトレジスタ回路が同時にラッチする複数のユニ
ットは、縦積み構造として上下段にまたがって配置せず
に、上段、又は下段のみに隣接して配置することが効果
的である。これらの配線方法は基本的に、縦方向の配線
を隣り合う複数のユニット間で共有することで、できる
だけ少なくし、素子の配置に必要な横方向の領域を確保
し、かつ配線そのものの占める面積を低減することをね
らいとしている。
【００１６】ただし、シフトレジスタからの出力線は、
本発明におけるブロック分けを適用する場合、同時にラ
ッチするユニット数は、たかだかＲＧＢに対応する３画
素分のみなので横方向配線幅が小さくても信号の遅延は
問題にならないのに対し、電源線の場合は一対の縦方向
配線に割り当てる横方向の領域幅に明確な制限はない
が、あまり領域幅を大きくとりすぎると、横方向配線の
負荷の増大に伴う信号遅延が問題となり、横方向配線幅
を大きくとる必要が生じ、逆にクロス容量や配線占有面
積の増大を招くので、横方向の領域幅を最適な値に設定
する必要がある。
【００１７】以上のように水平走査回路の配置構成、及
び配線の配置構成に工夫を施すことによって、高い表示
品位を保ったまま、パネル額縁サイズを最小限に抑制
し、かつ低消費電力の駆動回路一体型液晶表示素子を実
現することができる。
【００１８】
【発明の実施の形態】（実施の形態１）はじめに駆動回
路一体型アクティブマトリクス液晶素子を構成する、ア
レイ基板上の画素及び回路構成を図１を用いて説明す
る。アクティブマトリクスアレイガラス基板１には、図
１に示すように、表示部２と、その周辺に配置される駆
動回路部として垂直走査回路部３、及び水平走査回路部
４とが設けられている。
【００１９】表示部２には、複数のソ－スライン５(画
像信号線)とゲ－トライン６とが互いに直交するように
設けられている。また、ソ－スライン５とゲ－トライン
６との各交差部に対応して、透明画素電極７、画素トラ
ンジスタ８が設けられている。
【００２０】上記画素トランジスタ８のソ－ス電極８ａ
は、ソ－スライン５に接続され、ゲ－ト電極８ｂは、ゲ
－トライン６に接続されている。透明画素電極７と透明
対向電極９との間には液晶層１０が存在する。
【００２１】素子の実際の構造としては、表示部２にお
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ける液晶層１０と透明対向電極９を除く部分、水平走査
回路１、及び垂直走査回路部３が同一の基板１上に形成
されており、透明対向電極９は液晶層１０をはさんで対
向する対向基板（図示せず）上に形成されている。
【００２２】また、画素トランジスタ８のドレイン電極
８ｃは、透明画素電極７に接続されている。
【００２３】なお、表示画質の向上を図るために、透明
画素電極７および透明対向電極９と並列に容量素子等
（図示せず）を設けたり、各透明画素電極７と、隣り合
う画素のゲ－トライン８との間に容量（図示せず）を持
たせたりしてもよい。
【００２４】垂直走査回路部３には、垂直方向シフトレ
ジスタ３ａ、パルスバッファ３ｂが設けられている。垂
直方向シフトレジスタ３ａは、１垂直走査期間ごとに１
回入力される垂直同期信号Ｖsyncのパルスを、垂直クロ
ックでもある水平同期信号Ｈsyncに同期して順次シフト
し、タイミング信号として、パルスバッファ３ｂに出力
する。
【００２５】パルスバッファ３ｂは、上記タイミング信
号に応じて、駆動パルスを各ゲートライン６に順次出力
し、各水平走査ラインごとの画素トランジスタ８をオン
状態にするようになっている。水平走査回路部４には水
平方向シフトレジスタ４ａ、ラッチ回路４ｂ、Ｄ／Ａコ
ンバ－タ４ｃが設けられている。水平方向シフトレジス
タ４ａは、１水平走査期間ごとに１回入力される水平同
期信号Ｈsyncのパルスを水平クロックＨckに同期して順
次シフトし、タイミング信号としてラッチ回路４ｂに出
力する。
【００２６】ラッチ回路４ｂは、水平方向シフトレジス
タ４ａからのタイミング信号に応じて、１水平走査ライ
ン分の各画素ごとの表示画像データを保持するようにな
っている。
【００２７】Ｄ／Ａコンバ－タ４ｃは、ラッチ回路４ｂ
に保持されているデジタル信号（表示画像デ－タ）に応
じたアナログソ－ス電圧(例えば０～６Ｖ）をソ－スラ
イン５に出力し、透明画素電極７と透明対向電極９との
間に所定の電荷を蓄積するようになっている。
【００２８】以上が、アレイ基板上の画素及び回路構成
の説明であり、以下、図２に実施の形態１の構成、及び
配置方法を示す。図２は、アレイ基板上の表示部２と水
平走査回路部４をブロック分けした際の、水平走査回路
部４及び、デ－タ配線の配置構成を示した説明図であ
る。
【００２９】図２は、デ－タ線分割数を４分割とした場
合の例を示しており、水平走査回路部４が、４つの水平
走査回路ブロック１１に分割されている。水平走査回路
部４に入力される各種信号は、外部回路からバスフレキ
１２を通じて各水平走査回路ブロック１１に対応する接
続パッド１３を介し、縦方向配線群１４へと送られる。
【００３０】さらに、水平走査回路を構成する各素子に



(5) 特開２００２－４９３５９

10

20

30

40

50

7
必要となる信号が、横方向配線により供給される。横方
向配線については、図中には横方向電源線１５、横方向
ア－ス線１６、横方向デ－タ信号線１７のみ示してお
り、その他の信号線は省略している。また、縦方向配線
群の中には、図中で区別はしていないが、デ－タ信号線
を含む、水平走査回路ブロック１１を駆動するために必
要となる全ての信号線が含まれている。１つの水平走査
回路ブロック１１に供給されるデ－タ信号線の本数は、
６ビット×３ＲＧＢで計１８本であり、本実施の形態に
よれば、デ－タ分割を行っても、デ－タ分割を行わない
場合と同等のデ－タ線本数に相当する分しか、額縁幅及
びクロス容量値に影響しないことがわかる。この結果、
額縁幅及び消費電力を低減することができる。
【００３１】（実施の形態２）本実施の形態は、図３に
示すように１画素に対応する水平走査回路の単位での配
線及び走査回路の配置方法に関するものである。図３に
おいて、水平走査回路を、水平方向シフトレジスタ回路
ユニット１８と水平走査回路ユニット１９とに分けて示
している。
【００３２】ここで水平走査回路ユニット１９は、シフ
トレジスタ回路を除いた水平走査回路のうち、１画素を
駆動する回路構成要素の組み合わせを示しており、ラッ
チ回路及びＤ／Ａコンバ－タ回路から構成されている。
水平走査回路ユニット１９は、２画素の幅内に１つの割
合で配置しており、かつ縦方向に２画素分縦積みして配
置している。
【００３３】従ってト－タルとして１２画素の幅内に、
１２個の水平走査回路ユニット１９が配置されることに
なる。このようにすることによって、水平走査回路ユニ
ット１９を構成する素子及び、素子間を接続する配線の
配置に対する制約が軽減されるので、必要以上に配線間
のクロス部分が多くなったり、配線部の占める面積が増
大したりすることがなくなり、結果としてサイズ、電力
共に低減することができる。
【００３４】なお、１段分の水平方向シフトレジスタ回
路ユニット１８に対して３画素分を同時ラッチするた
め、１段分の水平方向シフトレジスタ回路ユニット１８
は、３画素の幅内に配置すればよく、比較的十分な素子
及び配線の配置自由度が与えられている。一方、水平方
向シフトレジスタ回路ユニット１８から出力される縦方
向シフトレジスタ出力線２０は、水平走査回路ユニット
１９を配置する際の、横幅方向に対する制約となる。
【００３５】従って１個の水平走査回路ユニット１９に
対して１対の縦方向シフトレジスタ出力線２０を配置す
るのではなく、図３に示すように３個の水平走査回路ユ
ニット１９に対して一対の割合で縦方向に配線し、そこ
からさらに各ビットに対応するラッチ回路に信号を供給
するために、横方向シフトレジスタ出力線２１を配置す
ることにより、水平走査回路ユニット１９を配置する際
の、画素幅方向に対する領域的な制約が軽減され、結果
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としてサイズ、電力共に低減することができる。
【００３６】一方、本実施の形態において、電源線及び
ア－ス線は、図３に示すように横方向電源線１５及び横
方向ア－ス線１６を最上端に配置し、そこから縦方向電
源線２２及び縦方向ア－ス線２３を配置し、そこからさ
らに横方向に配線する（図示せず）ことにより、水平走
査回路ユニット１９を構成する各インバ－タ素子等に電
源を供給するという構成をとっている。
【００３７】ただし、シフトレジスタからの出力線に関
しては、実施の形態１に記載のようなブロック分けを適
用する場合、同時にラッチするユニット水平走査回路ユ
ニット１９の数は、たかだかＲＧＢに対応する３画素分
のみなので横方向シフトレジスタ出力線２１の配線幅が
小さくても信号の遅延は問題にならないのに対し、電源
線の場合は一対の縦方向電源線２２及び縦方向ア－ス線
２３に割り当てる横方向の領域幅に明確な制限はない
が、あまり領域幅を大きくとりすぎると、横方向配線
（図示せず）の負荷の増大に伴う信号遅延が問題とな
り、横方向配線幅を大きくとる必要が生じ、逆にクロス
容量や配線占有面積の増大を招くので、横方向の領域幅
を最適な値に設定する必要がある。
【００３８】本実施の形態においては１２画素分に対応
する領域幅に一対の割合で、縦方向電源線２２及び縦方
向ア－ス線２３を配置した例を示しており、これを１つ
のレイアウト上の構造単位とし、この構造単位を横方向
に隣接して配置することによって、実施の形態１に記載
のような水平走査回路ブロック１１を構成する。ここ
で、１２画素分に対応する領域幅に一対の割合で、縦方
向電源線２２及び縦方向ア－ス線２３を配置している
が、６の整数倍の値、すなわち６、１２、１８、２４等
の値をとった方が、レイアウト上の構造単位とするため
には望ましい。これは、図３に示すとおり、水平方向シ
フトレジスタ回路ユニット１８が同時にラッチする水平
走査回路ユニット１９の数は３個であり、これが上段、
または下段に隣接して配置しているので、２×３＝６個
が、水平方向シフトレジスタ回路ユニット１８からの制
約のみを考慮した際のレイアウト上の構造単位を構成す
る。
【００３９】従って縦方向電源線２２及び縦方向ア－ス
線２３をさらに考慮した場合、６個を最小単位として、
６の整数倍の個数分の水平走査回路ユニット１９でレイ
アウト上の構造単位を構成することが配置上最も簡易で
あり、望ましい構成となる。
【００４０】さらに、このレイアウト上の構造単位を整
数倍の個数分繰り返し隣接して配置することにより、１
個の水平走査回路ブロック１１を構成できれば配置上最
も簡易であるため、逆にこのような構成が可能となるよ
うに、レイアウト上の構造単位を構成する水平査回路ユ
ニット１９の数を決めることが、全体の構成を簡易にす
るためには効果的である。
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【００４１】なお、本実施の形態における横方向シフト
レジスタ出力線２１の配線方法を、同じく本実施の形態
における水平走査回路ユニット１９の縦積み構造に適用
する場合、図３に示すように、隣接する複数の画素をそ
れぞれ駆動する複数の水平走査回路ユニット１９のう
ち、１段分の水平方向シフトレジスタ回路ユニット１８
が同時にラッチする３個の水平走査回路ユニット１９
は、縦積み構造として上下段にまたがって配置せずに、
上段、または下段のみに隣接して配置することにより、
不必要な配線間のクロス容量や、配線の占有面積が低減
される。
【００４２】以上のように水平走査回路の配置構成、及
び配線の配置構成に工夫を施すことによって、高い表示
品位を保ったまま、パネル額縁サイズを最小限に抑制
し、かつ低消費電力の駆動回路一体型液晶表示素子を実
現することができる。
【００４３】
【発明の効果】本発明は、以上説明したような形態で実
施され、以下に記載されるような効果を奏する。すなわ
ち、駆動回路一体型液晶表示素子における水平走査回路
の配置構成、及び配線の配置構成に工夫を施すことによ
り、高い表示品位を保ったまま、パネル額縁サイズを最
小限に抑制し、かつ低消費電力の駆動回路一体型液晶表
示素子を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】アレイガラス基板１上に形成された画素及び回
路構成を示す図
【図２】水平走査回路部４及び、デ－タ配線の配置構成
を示す図
【図３】水平走査回路ユニット１７の具体的な配置構成
を示す図
【符号の説明】
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１  アクティブマトリクスアレイガラス基板
２  表示部
３  垂直走査回路部
３ａ  垂直方向シフトレジスタ
３ｂ  パルスバッファ
４  水平走査回路部
４ａ  水平方向シフトレジスタ
４ｂ  ラッチ回路
４ｃ  Ｄ／Ａコンバ－タ回路
５  ソ－スライン
６  ゲ－トライン
７  透明画素電極
８  画素トランジスタ
８ａ  ソ－ス電極
８ｂ  ゲ－ト電極
８ｃ  ドレイン電極
９  透明対向電極
１０  液晶
１１  水平走査回路ブロック
１２  バスフレキ
１３  接続パッド
１４  縦方向配線群
１５  横方向電源線
１６  横方向ア－ス線
１７  横方向デ－タ信号線
１８  水平方向シフトレジスタ回路ユニット
１９  水平走査回路ユニット
２０  縦方向シフトレジスタ出力線
２１  横方向シフトレジスタ出力線
２２  縦方向電源線
２３  縦方向ア－ス線
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